
おそらく中国の冊封体制下にあり､鎖国に近い国策

を続けてきた李氏別解王朝のとった海防拓が､このよ

うな旧悠然とした砲台を遣 らせ､ベ トナムやEl本のよ

うに西欧の築城技術､楼壁を導入 しTiかったのである｡

こうした旧位の支配体制か ら脱皮できなかったことが､

その後の別邸の近代的展開に大きくの しかかってきた

わけである0

7 おわ Uに

EtJ非Ltl卯は-7Jrでいうと､序列のLU'邪であった｡粥

肉社食のヨ-ロ ノJ<世界 とは､対敵 こ位FElする世非税

であるとも言えよう｡それは冊封によって決められた

坪列でもあった｡Elj国立補を瓜烏としたアジア的な主

従rH係こそがFFFl封体制なのである｡

特に明代以降に搬我となり､太祖抄∈武帝は即ムヒ後直

ちに周辺き別室=こ対 して入日を促 し､ これに応えたE蚕=ま

剛節､EF本､琉球､爪唖 (ノャワ)､過椛 (ノ十ム)､

三仏斉 (サ/プノセイ)､斬門答刺 (スマ トラ)､鵜刺

加 (マランカ)､安繭 (ベ トナム)など十筒国余にのぼっ

ている｡こうした序列によって王に任命されて中JLlJや世

相の-Llとなり､中国ミF紳 l政治をrf徹 していくわけで

ある｡その出現的な変こそが都城制度そのものであった｡

アジアの郁城は､中Eflの耶城形態を梯激 しつつもそ

れぞれ独自に光速を遂げて行 ったことも明 らかになっ

た｡朗鮮半よもでは三国時代以来の中原王軌､遊牧男乱rS

民族､倭冠苛々の位略を受けており､｢傑民｣ とはiP
なる純叔国家の(∃灸ではなく､切実 fit現実問越であっ

た.｢烈嶺保民｣を国益としてLJJ城が発iBしたのである｡

一方､EI本列鵜では郁城の外郭 ライ/である維城そ

のものが削除されて しまうQBiE球では城の内部に小加

協ではあるがfIl令体制を頚人 していた｡このように中

E司都城は､変谷を遂げながらもTRアジ7全域に受容さ

れたのであった｡

ところがカンボジアでは､宗教による事市税が栽朗

されている｡ カンポi;アは15世紀にlLllEにおよぷ醐ili

を しているにもかかわ らずである｡ まさに祭政一致で

あり､中華国家のLX;教がElt_I.憩であったのに対 して､仏

教､ ヒノズ-教は宗教そのものであり､かつ政治体制

よりも宗教を優先 した結架-として位IEづけることがで

きようO

こうした中-Il盲世非の扶Fy･にヨーロ y,<の帝Iil]三森が

アジアを俊略する｡その尖兵 として蟹鵜が捕築され､

HE_k湾を確保 し､郎rl】iB投をおこなう｡ しか し､ベ トナ

ムではフランスに支配されたとはいえ､自らのコ三城に

自らの手によって棲堕式城郭をBe･城する｡El本におけ

る越壁式城郭 t)同様に､E]本自らの手によって築城さ

れたのであったb

拙崩では､アジアにおける城郭について､Lifl王達･磁

殻如満から山城の発iSという防御施設の発展 と､EP準

世非を只現化する郁城､さらには近代にIq入 された稜

壁について概別 してみた｡そこには7ジ7m 司のもつ民

族性カ抽】実に写し山されている気が してならない｡ 今

後も城邦という'iIUfi的防御施設を探 ることによってさ

らにアジ了の多fR性が明 らか となっていくことだろう｡
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トンレサップ湖の意義とアンコール遺跡群との諸関係

用田 政叶●

HistorJCalSLgnlflCanCeOfLakeTonLeSap

andtheAngkorRulnSlnCambcdla

YODA.Masaharu◆

1 ミーソンとアンコール

私たちはかつて､ベ トナム社会主義共和国のフ工､

yナンを小心とした地軌 こおいて羽並を行い､その成

光はすでに別途､鞘告している■｡特に､チ ャンJ<王

国の兜地 ミーソン通称を妨ね､またチ十ム彫刻美術館

で多くのチャ/パ石皿彫刻を拙祭することができた｡

そこで､+十ン,<と良いr;"､赦州娼係にありながら

も形背を与えあっていたアンコールコ三朝の本凹地､7

ンコーJL,通称Cfを訪ねた｡また､人びとと水とのE対わ

りを探るため､瓜I旬7177瓜大の糊 トンレサ yプ湖に

も足を延ばした｡

2 トンレサ ノブ湖とメコン川

イ/ドyナ二ItJ.か11火邦にLll旧するカンポノ7は､タ

イ､ラオス､ベ トナムと円墳を接 し､llnほどをメコン

川が流れるlll火平脈をlIl心とした岡である (匡‡1)｡

LILLlli恥まE=l本の約二l三分で､そこに1.100万人の人が

写暮 1 両事のJコソ川 図 1 イ ンドシナ半砧全t8Eg](上

方

1999を一部改変)1半らしている｡ク/-ル!吾が公ml

L,Aで､クノール巌が90%以 Lを占め､チャム族､

帝人のはかタイ族､タン7 -/族fj.ど20

以 Lの少故民族がいる｡チペ･Jト調畔に澱を兇する

/コソ川は､中国､ビルマ､ラオス､タイ､カンボジア

､ベ トナムを通り､/コソデルタを形成し偶 /ナ海

に注いでいる｡その/コノデルタは､LLr舛殺人の米生

産地であるが､やや上流のカンポジ7'Lll91平帽 もまた77



髄民地時代の1866年､フランスはメコン川を繭 ノナ

梅からtl]周'B痢'HIこ:kろ過柵のための航路として利m

Lようとしていた｡しかし､途中にはいくつかの滝や

浅瀬などのn然陣'Hがあったためこれをあきらめ､ベ

トナム紅河の脱党にtlJり替えた十｡喫水15フィー トの

大型船が遡行できるのは､河口からプノンペ/のやや

上流､カンポジァのタラチエまでといわれている一｡

Jコ/JIIと7'/ンベンの北で合従する支洗 トンレサ7

7'川は､上流で トンレサ ･Jプ朝と11'る｡乾期は2.700

kmZほどの面的であるが､両肘 こはその3倍にまで広

がり､JJl辺雅は.d水 してしまう ｢仲縦する湖｣として

知られている (図 2).カンボジア!,畠で ト/L/サッブ

図2 トンレサyプ湖 (石井1995)

写暮2 足水したト/レサヮ7'湖とは､r淡Jk

の広いひろがり｣という意味だそうである｡広いところで

は幅10kmにも及ぶi2水杯で臨まれるこの湖は､雨

季の逆洗水と典に湖に入ってきた魚が､浸水俳ri;Jで産

卵し､経机がそこで育つため淡水魚の宝姥とIiっている｡215経の魚が知られ､漁凍石も10万 写暮3 トンレサップ

鞠の};旦モ/ドリとJt速乱蛤











れていった｡この活動は､カンポジ7のIJl戦が激化す

ら)970年代Lflqiまで較くことになる｡しかし､内戦柊

も与綾もポルポ ト政撤下では､通称の胡虎や佳役が行わ

れることはrJ.かった.,このHl11に､内戦がアンコール退

跡には火な形書を与えた｡そして､ボルボト軟撫柊t■壬

後は､ただちに.判Pt膳牧が開始されたという｡しかし､

Lll非Ler稚fJt紬の際には､内線がもたらした彬背の大き

さから､同時に ｢rG機にさらされている世非ia産 リス

ト｣にb豊iよされた｡

Bi在では､Hノ仁やフランス､ 7ノリカや中周などの

個々が､保存性紺作男に参hlしている｡ らJ=うど我々

が訪れた前Ef､｢u本国枚肘アンコ-ルiB跡政所チー

ム｣によるパイヨン北捉戊の佳i史完成を祝うよ典が行

われ.その全域がまだ妓っていた｡このように7ンコ

写X5 任ig完成式拠金1拍-ルiil跡群は､LL

r非心醸lIJの世非i舶tのf.にふさわしく､カン

ボジアE7q拭nらの手はもとより､世舛各回の控肋のもと､

凋fE蛙紐が継続されている｡7 /コールiB排

耶中位も打名Iitのが､王朝瓜盛期にi丑jさされたアンコール ･ワ･Jトとアン

コール ･トムである｡ア/コールワIyトは､12世紀前半にiB

てられた石造-寺院である｡Al西15km､南

北13kmの範朗を､帖約190mの姐が巡っている.E

7本の.lT代寺院であれば痛が正面になるが､ここは西がiE両とな

るO良く三好に向かって延びる参滋の行きmくところは､三Tq

llのlf,I臆に18は れたl巧さ65mの中火i

iJ盟である｡このtI大なiJ!物は､クノールの世

舛税を現 したものt_tといわれている｡また､

アンコール ･トムは12世紀東研に築かれた伽城であ

る｡一辺 3kmLq方の… 域の中心には､拙世7r･禁煙の四
面仏でlJ名11パイヨン寺院がある｡アンコ-ル近称Efを訪れる人で､この二つのiB捗を見学 しない

人はまtLいないだろう｡そして､多牧の見学者が両逝 排を訪れ

るということが､両連珠に多くの地元の人々を桔びつけて

いる｡7ンコールiB弥郡に関わる地元の人々は､大きく二

つのグループにJJl

けることができる｡-つはiB捗と関わることで何ら

かの収入を相ている人々であり､もう一つはごく一般rr'･)[JH',･Ibl!I=宿の糊としてF鵜lわる人々

である｡HTJ占の一つに､みやげ物をJ'..Sっ

てくる子どもたちがいる｡Tノ 十/･伝統工芸品の轍物ク

ロマ一･拭族7._tスカー トのサンポット･絵はがき 17ン･コ-ル

石造物の解説 1!E･T=作りの玩LLliLど､

械々な品物を抱えて-,bL:り込みにやってくる｡

これは.7ンコール ･ワットあるいは7ンコール ･トムに限ったこ

とではない｡人数の多少はあるが,ほとんどどのアンコール通跡

で､この件の fどもたらが駆け寄 ってくる｡瑚所によっ



ル .トムのパイヨン､午後は711ぴ7ソコーJL,･ワット

という朋芥にIJ.る｡物乞いの人々もこのことは充分心

ifEており､年前午後とも､それぞれのiB跡で見かけた

人も多かった｡

汲々が訪れたときは､t娼西空港からソェムリア･Jプ

曲行使はrLく､いったんプノンペンで/1ムlJア･J7'行

きの国内操に乗り換えたが､今は血行使が発許してい

る｡銘かその当時､此行使を迎えるために､ ンェムリ

7･yブ空腔がLSulT_'lrLf)であったことを記憶 している｡

写X7 ..1L!念'77斑の船影鼠王;iさらに郊外にいくつもlI'押BIJAがあり､その多くがホ

テルであるとの鋭rリトを受けた｡このように､アンコ

ールiB跡即にr

Alわる拙光醗男は拡大の一途をたどり､ホテルマンやガ

イドはもちろん､ホテル祉投にrWわる人/Iも旭光を成 してアン⊃-ルiB跡LrFに結びついている｡

大半は伺外からの触北米のようだが､国内からyJれた人

もU!(折1A.かrH:.EilF勺仙北占を対穀に

､妃金柑彩を約けnうカメラマ/がいた｡IIMJに ｢Ko

nlCa｣とfLFかれたT/ 十 ノを古て､trL

l而仏をパ-,クにポーズをlbEる削母と孫を一眼 レフカメ

ラで伽彬 していた｡カンボジアE要民にとって､カノラはま

だまだ71沢品である｡同じくパイヨンで､Ig内の若い女

性t堤光客附7-･に､占いをしている城南も日解 した｡

先に叙l介 したように､7ンコール遺跡群には百1

F:以上扶く淵点 ･任粒の歴史がある｡そして､今もそれ

は扶けちれている｡

こういった蛙役作業でも､地元の人々が作男nとしてb

いている｡また､蜂校だけでなく､iB排群の除(.t

作男､参道掃除などの採寸哲理作茶も､地元の人々にBl金

収入をもf=らす仕叩となっている｡由接収人をもたらす通称

との的わりのその一方で､今も並跡は現役の等炭であり､

折りを捧げに来る人々もいる｡また､Tン⊃-ル ･ワ.'トの坂で水浴tFをす る&'TP;や境内の/,tを年に血

べさせているク5性を見かけることもあった｡

世界ib産あるいは文化iB産ということとは別に､

人々のごく普通の生活の樹としてのi古跡も存在して

いた｡ボルボ ト政経時代の妃t一 アンコールiB鉢群

は世舛並産立松と同相 こ､危練に劫した世界通産にも空

蝉された｡カンポジ丁で丘咋抜いた内職の影書が拡大であ

っ1=ためである｡その位横を脱する一つの万箱に,研究

･任松のカンポジ7人桁等占行成がある｡ これは､1


